
サプライチェーンのデジタル化に
なぜブロックチェーンが必要なのか？

SBI R3 Japan 株式会社

セールス＆マーケティング部

秋山 利彦

旭化成様、丸紅様ご登壇！ブロックチェーンを活用した
模造品排除、サーキュラーエコノミーの事例をご紹介
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自己紹介

1

デジタル社会基盤となる

共通プラットフォームを構築



会社紹介

2
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SBI R3 Japanとは？

3

35%
51% 14%
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SBI R3 Japanの事業

4

✓ブロックチェーン並びに秘密計算の基盤提供

✓ビジネス化支援、開発支援コンサルティング

エンタープライズ・ブロックチェーン Corda 秘密計算 Conclave

製造・流通 金融 公共

本日はCordaの話
をメインでさせて
いただきます。
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2020年、369のプロジェクトでCordaは採用されました

5
※米R3社がガートナー社のレポートを引用したリリース https://www.r3.com/gartner-2020-blockchain-report/

全体の40%以上

✓ 2020年は、非金融分野における事例 (サプライチェーンの受発注、

契約管理、トレーサビリティー、KYC（DID）など）が増加傾向

世界三大
エンタープライズ
ブロックチェーン

https://www.r3.com/gartner-2020-blockchain-report/


それでは、講演に移ります！

6
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本講演が想定する視聴者さま

7

業種：製造・エネルギー・物流等のサプライチェーンを構成する企業

職種：DXの企画にお困りの経営者、担当者

本日のゴール

① DXとブロックチェーンの関係を理解する

② 具体的に何から始めれば良いかを理解する

ディープ
ラーニング

ビッグ
データ

IoT

RPA

５G

CASE

AI

ロボット

ブロックチェーン

API

クラウド ドローン3Dプリンター
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Cordaの活用が期待される分野は..

8

デジタル社会基盤となる

共通プラットフォームを構築
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DXレポート２においても共通プラットフォーム構築を推奨

9

DXレポート2(P37)

製造・エネルギー・物流の文脈で考えると…

サプライチェーン横断で使える

共通プラットフォーム！？

（出所）https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004-2.pdf



共通プラットフォームの必要性

10
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企業間で持ち合う（本来同じであるべき）情報は必ずしも一致していない

デジタル世界のサプライチェーンは分断されている!?

11

✓ そもそもデジタル化（データ化）されていない

✓属人的なエクセル管理

✓個社毎に別のシステムを使っている

A社
デジタル

の世界

（現状）

A社システム

B社
B社システム

C社
B社システム

まずは企業間で共通のフォーマット（標準化）が必要
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情報を標準化した後は共通化

12

A社
デジタル

の世界

（現状）

A社システム

B社
B社システム

C社
B社システム

共通プラットフォーム

企業間でデータを流通させる

企業間で標準化した情報を確実に交換させる（流通させる）ために、
共通プラットフォームが必要
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共通プラットフォームでデータの一元管理

13

共通プラットフォーム

第三者

A社 B社 C社

✓サプライチェーンを構成する各社がオンボー

ドしている

✓業務をデジタルで完結できる

✓ ワンクリック必要なデータを確認できる

→データの一元管理

共通プラットフォームに求められる要件
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しかし、共通プラットフォームの実装は難しい…

14

✓データ漏洩、データ改ざんされたら被害がサ

プライチェーン全体に広がるのでは？

✓共通プラットフォームが止まるとサプライ

チェーンが全停止するということでは？

✓自社の経営資源であるデータを社外に預け

て良いのだろうか？

✓ ところでこの全てのデータを掌握する第三者

は誰だ？

共通プラットフォーム 共通プラットフォームの課題

第三者

A社 B社 C社
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共通プラットフォーム構築の課題を解決するのが
ブロックチェーンです！
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Cordaを使ったソリューションの特徴

16

企業間で情報の真正性確保、ワークフロー構築

現
行
の
業
務
フ
ロ
ー

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
で

業
務
省
力
化

手作業で送信 手作業で送信

手作業で送信

照合・転記作業 ヒューマンエラー

A社 B社

C社

D社

台帳の共有 台帳の共有

台帳の共有

照合・転記作業削減

A社 B社

C社

D社

✓ 情報の分断
✓ データ追跡・検証難
✓ 業務コスト大

ヒューマンエラー削減

✓ 台帳の共有
✓ データ追跡・検証易
✓ 業務コスト小
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共通プラットフォーム

ブロックチェーンであれば共通プラットフォームを実装できる

17

✓データはこれまで通り社内のデータベースで保管

✓共通アプリで企業間のワークフローを構築

✓耐改ざん性を持ったデータをリアルタイム共有

✓他社システム停止の影響を受けない

A社
デジタル

の世界

（これから）

B社 C社

共通アプリ 共通アプリ 共通アプリ

ワークフロー

DBは別々

ワークフロー

企業間業務の効率化
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共通プラットフォームの将来像

18

商流・物流・金流データ・温室効果ガス排出量が流通する共通プラットフォームが、

業界毎/グループ毎/プロジェクト毎に提供され、サプライチェーン全体のレジリエ

ンス強化を実現。

共通プラットフォーム

Ｙ銀行 …
金融
機関

トランザクション・レンディング
インベントリーファイナンス etc.

サブ
サプライヤーa

サブ
サプライヤーb

サブ
サプライヤーc

…

…

…

…

…

…

…

…

…

日本

中国

その他
アジア

補助金、助成金等の申請
温室効果ガス排出量の報告 etc.

Ｘ銀行

サプライヤーA

サプライヤーB

サプライヤーC

○○市 …
行政
機関

〇〇省

バイヤー1

バイヤー2

バイヤー3
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４方良しの共通プラットフォーム

19

競争領域でなく協業領域で協力することで4社にメリットが生まれる

For サプライヤー

✓業務効率化によるコスト削減

✓部品・材料・素材の説明責任の向上

✓データ経営の実践

✓低コストでの資金調達 etc.

For 行政機関
✓ 補助金等の申請支給業務のコスト・時間の

削減
✓ リアルタイム監視・監督 etc.

For バイヤー

✓トレーサビリティー等非財務情報の確認

✓Scope3の温室効果ガス排出量の算出

✓サプライヤーへの迅速な発注、自動支払い

✓ダッシュボードを通じた納入状況、在庫の確認
etc.

For 金融機関

✓ファイナンス市場の拡大

✓新たな金融商品の創出 etc
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既に始まっています（事例）
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豊田通商 船舶向け燃料・潤滑油の受発注管理基盤を構築。これまで必要だった書類

の送付や保管、情報の整合性確認、手入力による転記などの作業を削減。

2025年までに300社の参入を目指す。（国土交通省ホームページより）

SBIトレーサビリティ 農畜水産物のトレーサビリティ基盤を構築。サプライチェーンの透明性や

説明責任、模倣品の不正流通抑止を実現。上海ローソンで店舗販売される

日本産米のおにぎりの生産地トレース情報基盤として活用されている。

サイアム・セメント・グループ（SCG）
SCGはサイアム商業銀行が提供する受発注システムを採用。アンカー企業

として、配下のサプライヤー17,500社（現時点）の業務コストを削減。加

えて、サイアム商業銀行はサプライヤーに対しファイナンスも提供。

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001388752.pdf


Confidential  © 2021 SBI R3 Japan, Inc.  All Rights Reserved.

本講演のまとめ
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DXになぜブロックチェーンが必要なのか？

①サプライチェーンのサイロ化を解決したい

②サイロ化の解決にデジタル化+データ流通のための

共通プラットフォームが必要

③共通プラットフォームの実装はブロックチェーンが最適

④既に一部の業界リーダーは始めています

⑤他社とのパートナーシップで進めましょう



ご清聴ありがとうございました。
ご質問はチャットにてお願いいたします。

ブロックチェーンCordaの勉強会やアイデアワークショップに
ご興味がある方は、弊社までお気軽にお問合せ下さい。

お問い合わせ先：info-srj@sbir3japan.co.jp

mailto:info-srj@sbir3japan.co.jp

